
金

滞

古

蹟

志

怪

甘

九

ム
。
往
昔
金
剛
寺
は
、
久
保
市
乙
剣
榊
枇
の
別
世
所
に
而
E
利
也
。

法
住
坊
は
金
剛
寺
の
坊
中
に
て
、
数
坊
あ
り
し
か
ど
飢
世
の
頃
悉
く

退
問
し
・
値
に
法
佐
坊
一
一
坊
の
み
残
り
た
り
。
故
に
金
剛
寺
法
位
坊

と
糾
す
と
い

へ
り
。
然
る
に
明
治
維
新
の
初
め
、
目
別
俳
浪
治
御
殿
止

に
付
宮
、
明
治
元
年
十
二
月
法
位
坊
復
飾
し
て
、
久
保
市
金
悟
と
改

糾
し
て
榊
臓
と
成
り
、
久
保
市
山
金
制
寺
法
位
坊
の
放
を
殴
し
・
木

容
不
動
鯵
等
を
ぽ
取
除
け
、

共
の
以
来
の
仰
綴
を
清
博
に
た
し
た
り

け
り
。

O
久
保
持
m来
歴

都
仰
に
去
ふ
っ
往
昔
は
此
白
地
縫
小
坂
の
庄
内
K
て
‘
久
保
市
と
い

ふ
村
砕
あ
り
て
.
乙
剣
一柳川舵
は
則
ち
ι
町
村
の
産
土
砂
也
。
故
に
今
に

至
り
久
保
市
乙
剣
宮
と
呼
べ
り
と
。
彼
の
刷
紀
に
云
ム
。
昔
は
乙
創

官
と
て
甚
だ
繁
昌
し
て
奔
参
入
常
に
絶
え
十
。
故
陀
近
郷
よ
り
諸
色

諸
口
凶
を
持
出
で
、
枇
溢
K
市
主
建
て
た
り
。
此
市
場
を
ば
諸
人
経
市

と
呼
べ
り
。
と
あ
り
。
是
モ
の
か
み
よ
り
の
古
即
時
設
を
紋
せ
た
る
も

〈

E
U

の
な
り
り
い
へ
り
。
富
田
長
期
の
白
山
三
宮
古
記
考
に
云
ふ
利
仰

d

ゐ向

在
品
目
白
品石
川
郡
縫
邑
-臨
民
来
=御
山
一
乙
剣
刷
畔
設
一】市
鹿
-
版
1
物

故

有
a

此
名
一
今
治
金
府
中
以
一-
一
尾
張
町
新
町
中
町
等
↓
綿
=
久
保
市
分
-也
。

占，、

と
見
h
.
金
制
師
事
蹟
必
鍬
陀
、
昔
久
保
市
と
い
ひ
し
は
、
今
金
制
開
城

遁
手
口
の
尾
坂
下
よ
り
、
尾
張
町
彦
三
町
遜
へ
か
け
て
久
保
市
と

い
ム
地
也
と
い
ひ
仰
へ
た
り
。
そ
の
か
み
也
穏
恭
一
円
川
‘
長
卒
二
年
前

足
溶
披
の
後
.
石
川
郡
刻
，
市
陀
居
館
を
梼
へ
、
共
活
必
久
保
村
に
下

屋
敷
主
総
へ
て
居
ら
れ
け
り
。
務

vM共
性
迭
だ
利

E
食
る
人
民
て
、

さ
ま

L
¥の
謀
役
を
あ
て
た
れ
ど
も
品
川
足
ら
宇
。
共
闘
一
向
道
場
昆

山
の
御
堂
は
、
日
々
参
詩
人
群

Eι
な
し
て
繁
昌
怠
れ
ば
.
久
保
利
の

民
人
K
仰
せ
て
‘
魚
烏
・野
菜
等
の
諸
色
を
、
尾
山
の
麓
へ
運
び
治
し

賀
郡
耐
き
て
、
交
易
の
市

E
危
さ
し
め
、
北
ハ
市
の
利
徒
主
取
ら
れ
け
り
。

此
市
場
を
ば
人
呼
び
て
久
保
市
と
い
へ
り
。
然
る
に
市
場
の
掛
作

一
村
と
成
り
、
久
保
市

り
、
年
を
逐
う
て
次
第
に
建
て
ひ
ろ
ご
り
、

村
と
鋭
せ
り
と
。
叉
云
ム
。
昔
官
樫
守
畿
の
時
分
、
石
川
郡
久
保
村

の
溢
K
市
場
あ
り
。
後
此
所
の
市
を
尾
山
の
城
下
へ
診
し
、
小
坂
の

庄
内
K
置
け
り
。
故
に
今
の
新
町
遜
を
久
保
市
の
郷
と
云
ム
。
今
新

町
の
水
溜
に
市
場
制
札
あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
吹
按
や
る
に
、
府
首

岡
氏
の
三
宮
古
記
考
陀
い
へ
る
石
川
郡
銘
色
は
.
苅
路
氏
の
金
得
一品

蹴
必
鍛
に
い
へ
る
久
保
村
と
岡
村
に
て

‘
富
樫
の
庄
内
な
る
総
村

也
。
此
の
色
名
往
古
は
久
保
と
幹
け
り
。
但
し
富
樫
務
高
の
下
邸
あ

る
は
久
安
村
た
り
。
貸
永
元
年
醤
段
取
調
態
陀
、
石
川
郡
久
安
村
領

内
に
御
倣
と
一Z
底
有
v
之
.
昔
官
抑
制
の
弘
中
有
』
之
山
巾
mw
へ
た
り
と
。
三

州
芯
古
域
考
広
、
或
は
一
耳
ふ
、
久
安
村
領
陀
官
樫
務
両
の
下
街
あ
り

て
、
永
石
浩
成
の
別
舵
を
置
く
と
一
苫
ム
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
久
保
村

は
久
安
村
の
訣
り
左
る
事
い
ち
じ
る
し
。
加
賀
古
跡
考
に
、
久
安
村

止
目
は
久
保
の
文
字
を
書
け
り
と
い
へ
れ
ど
‘
此
は
授
と
す
る
に
足
ら

字
。
久
安
村
も
官
樫
の
庄
内
な
れ
ど
.
仲
能
村
と
後
程
悶
り
た
れ
ば
、

官
纏
務
応
答
村
の
邑
民
を
し
て
、
尾
山
の
滋
へ
交
易
を
た
さ
し
む
べ

き
ょ
し
た
し
o
此
は
全
く
久
保
市
の
地
名
医
協
り
て
、
久
保
村
よ
り

出
で
市
を
な
し
.
市
場
よ
り
し
て
久
保
市
の
地
名
起
り
.迭
に
一

村
落

と
成
り
た
り
と
の
附
合
よ
り
し
て
い
へ
る
も
の
怠
る
べ
し
。
久
保
市

の
地
名
は
、
既
K
白
山
三
宮
古
記
庄
和
元
年
の
僚
医
、
山
崎
・凹
市

と
見
b
・
白
山
継
般
総
中
記
録
享
称
四
年
十
月
の
僚
陀
、
山
崎
・銭
市

と
も
峨
せ
た
り
。此
の
却
由
紀
共
に
て
見
れ
ば
、
往
古
は
凶
市
或
は
銘
市

と
皆
吉
た
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。
疋
和
は
花
園
天
皇
の
御
世
に
て

後
醍
醐
天
皇
の
以
前
な
れ
ば
、
富
樫
務
高
の
時
よ
り
二
百
年
許
制
た

り
。
久
保
氏
の
地
名
、
モ
の
古
き
事
是
に
て
い
ち
じ
る
し
。
ゐ
も
ム

K
富柚世
恭
阿
久
安
村
民
居
て
・
そ
の
邑
民
主
久
保
市
の
地
へ
出
し
交

全
部
士
山
政
志
巻
」
1

九

易
を
な
さ
し
め
た
る
事
、
若
し
貨
統
な
ら
ば
、
久
保
市
の
地
は
元
よ

り
市
場
た
り
し
故
走
ら
ん
か
。
久
保
市
の
地
名
は
、
も
と
布
佐
を
建

て
た
り
し
ゅ
ゑ
起
り
た
る
た
る
べ
し
。
拘
削
少
納
言
の
枕
草
子
K
.
市

は
‘
辰
の
市
つ
ぽ
市
は
大
和
K
あ
ま
た
あ
る
中
K
.
長
谷
寺
K
ま
う

づ
る
人
の
必

Z
Eに
と
ピ
ま
り
け
れ
ば
、観
音
の
御
縁
あ
る
医
科
叱
u

心
と
と
左
る
な
り
。
と
紀
殺
す
。
花
烏
除
制
川
陀
、
{
寄
=
長
谷
寺
↓
午
時

豆一
日一林市↓

A
n
v
交
一
-
易
御
明
灯
心
器
等
-云

ぺ
た
ど
見
h
た
れ
ば
‘
此
た

る
久
保
市
も
長
谷
の
彬
市
と
同
じ
く
、
尾
山
御
堂
の
例
道
祭
日
を
た

の
み
て
建
て
た
る
市
場
友
れ
ど
も
、
実
E
八
年
陀
柴
問
勝
一
点
の
た
め

尾
山
落
城
し
、
本
郡
寺
の
尾
山
御
堂
も
絶
え
た
る
ゆ
ゑ
、
久
保
市
の

市
場
も
共
に
衰
微
し

て

途

忙
廃
絶
し
た
る
な
ら
ん
。
背
は
石
川
郡

鶴
来
の
市
日
の
如
く
、

叫
刊
図
共
K
毎
月
市
日
を
定
め
て
・
共
の
日
市

臨
を
建
て
た
り
と
ぞ
。
源
平
盛
衰
記
各
十
九

K
.
近
江
闘
部
生
綿
の

八
日
市
と
て
、
盗
の
市
よ
り
箆
荷
主
負
は
せ
て
腕
ら
ん
宇
れ
ば
云

k
o

甲
陽
寧
鑑
を
廿

K
・
=
一
日
市
場
と
て
日

J

市
の
立
辻
陀
滋
性
を
立

つ
る
。
在

E
h
見
b
た
り
e
今
諸
園
の
邑
名
左
ど
に
、
一
日
市
二
日

市
三
日
市
悶
日
市
或
は
五
日
市
・
六
日
市
・
七
日
市
左
ど
呼
べ
る
も

の
、
皆
い
に
し
へ
日
，市
を
建
て
た
る
地
な
り
。
ま
た
彼
の
長
谷
の
持

七




